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事
務
局
長
は
橋
本
武
彦
氏
（一局
Ｈ
翌

新会長に就任 し、あいさつする田中英道氏 (4月 25日、サンライフ練馬で)

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
論
議

新
会
長
に
田
中
英
道
氏
（中
２翌

平
成

四
年
度
幹
事
会
開
く

平
成
四
年
度

（
一
九
九
二
年
度
）

の
い
ず
み
会
幹
事
会
は
、
四
月
二
十

五
日
、
練
馬
区
中
村
橋
の
サ
ン
ラ
イ

フ
練
馬
に
お
い
て
会
員
六
十
七
名

（う
ち
幹
事
六
十
四
名
）
の
出
席
を

も
っ
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
た
。

大
竹
恭
麿
会
長

（中
３
期
）
の
開

会
挨
拶
に
続
き
、
議
長
に
西
沢
正
博

氏

（高
２８
期
）
を
推
薦
、
議
事
録
署

名
人
に
は
鈴
木
哲
氏

（高
１６
期
）
が

指
名
さ
れ
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

平
成
二
年
度
、
三
年
度
お
よ
び
協

賛
会
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
が
中

山
茂
雄
事
務
局
長

（高
３
期
）
よ
り

あ
っ
た
が
、
鈴
木
哲
氏
よ
り
、
決
算

報
告
の
詳
細
内
容
の
提
示
の
要
求
が

出
さ
れ
た
。
決
算
承
認
に
つ
い
て
は

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
多
数
の
幹
事

よ
り
、
毅
然
と
し
た
指
摘
や
、
建
設

的
な
白
熱
し
た
意
見
交
換
が
行
な
わ

れ
た
。
再
度
に
わ
た
る
採
決
に
よ
り

最
終
的
に
は
、
新
会
長
の
指
名
し
た

監
事
に
よ
っ
て
、
会
計
監
査
を
受
け

る
こ
と
を
条
件
に
、
決
算
報
告
は
仮

承
認
さ
れ
た
。
現
在
鈴
木
哲
氏
を
委

員
長
と
す
る
監
査
委
員
会
で
鋭
意
監

い
ず
み
会
代
表
幹
事
会
は
五
月
二

十
二
日
、
大
泉
高
校
会
議
室
で
開
か

れ
、
六
月
七
日
の
総
会
に
つ
い
て
の

打
ち
合
わ
せ
、
準
備
な
ど
に
つ
い
て

論
議
し
た
。

ま
た
、
会
の
活
性
化
を
は
か
る
た

め
に
は
、
ま
ず
代
表
幹
事
が
各
期
を

ま
と
め
て
ゆ
く
こ
と
が
第

一
と
し
て
、

①
代
表
幹
事
が
選
出
さ
れ
て
い
な
い

期
に
つ
い
て
は
人
選
を
う
な
が
す
②

住
所
不
明
者
の
調
査
を
進
め
る
な
ど

の
点
を
確
認
し
た
。

さ
ら
に
い
ず
み
会
を
今
後
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
ゆ
く
か
に
つ
い
て
、

査
を
進
め
て
い
る
。

次
に
、
今
年
度
の
事
業
計
画
お
よ

び
暫
定
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
続
い

て
昭
和
五
十
四
年

（
一
九
七
九
年
）

四
月

一
日
よ
り
在
任
の
大
竹
会
長
、

藤
森
久
明
、
榊
原
剛
の
両
副
会
長
、

中
山
事
務
局
長
の
退
任
お
よ
び
、
大

竹
会
長
の
推
薦
に
よ
る
田
中
英
道
新

会
長

（中
２
期
）
の
就
任
が
、
拍
手

を
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
事
務
局
長
ほ
か
新
役
員

の
指
名
が
行
な
わ
れ
た
。
就
任
し
た

橋
本
武
彦
新
事
務
局
長

（高
ｎ
期
）

よ
り
新
役
員
の
紹
介
が
行
な
わ
れ
た
。

ま
た
、
組
織
や
会
費
の
あ
り
方
を
新

し
く
す
る
た
め
に
、
規
約
改
正
も
含

め
て
検
討
作
業
を
行
な
う
こ
と
に
つ

い
て
も
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
、
十
三
年
間
に
わ
た
り
、

い
ず
み
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
大
竹

前
会
長
と
中
山
前
事
務
局
長
に
、
謝

意
を
込
め
た
盛
大
な
拍
手
を
送
り
、

閉
会
し
た
。

（寺
章
夫
＝
高
２０
期
）

財
政
面
や
、
事
務
局
の
円
滑
な
活
動
、

ど
の
よ
う
な
行
事
を
実
施
す
る
か
な

ど
に
つ
い
て
、
意
見
を
交
換
し
た
。

と
く
に
財
政
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
よ
う
に
会
費
徴
収
は
高
校
卒
業

時
だ
け
と
い
う
体
制
で
、
会
員
に
支

持
さ
れ
る
よ
う
な
会
の
運
営
が
で
き

る
か
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ
話
し

合
い
が
も
た
れ
た
。

ま
た
同
月
二
十
日
の
理
事
会
で
は
、

今
後
の
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

の
定
期
的
な
話
し
合
い
の
場
を
つ
く

る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
。

（中
村
謙
＝
高
１８
期
）
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み
ん
な
の
い
ず
み
会
め
ざ
し
て

新
会
長

会
員
の
皆
さ
ん
、
初
め
ま
し
て

こ
の
た
び
、
四
月
二
十
五
日
の

代
表
幹
事
会
で
決
定
さ
れ
、
会
長

の
大
役
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
五
十
五
年
■

九
八
〇
年
）

か
ら
父
の
後
を
受
け
、
大
泉
高
校

の
歯
科
校
医
と
し
て
現
役
の
生
徒

の
健
康
管
理
を
担
う

一
方
で
、
同

窓
生
相
互
の
和
と
連
携
を
図
り
、

同
窓
会
活
動
の
進
展
を
促
進
す
る

と
い
う
の
に
は
、
い
さ
さ
か
荷
が

重
す
ぎ
は
し
な
い
か
と
案
じ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
意
欲
的
か
つ

有
能
な
役
員
の
方
々
の
ご
援
助
ご

協
力
の
も
と
に
、
私
な
り
に
地
道

な
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
ご
支
援
と
ご
叱
正
を
お
願

い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
昭
和
十
六
年

（
一
九
四

一
年
）
に
府
立
二
十
中
と
し
て
産

声
を
あ
げ
た
わ
が
大
泉
も
、

い
つ

し
か
五
十
年
の
歳
月
を
経
て
、
同

窓
生
も

一
万
八
千
余
を
擁
す
る
規

模
に
成
長
し
ま
し
た
。
同
窓
会
も

こ
の
規
模
に
な
り
ま
す
と
、
も
は

や
そ

の
運
営
を

一
部

の
有
志

の

方
々
に
頼

っ
て
ば
か
り
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
の
た
め
、
い
ず
み
会
の
組
織

の
基
本
的
な
見
直
し
に
よ
り
、
機

構
の
改
革
と
運
営
の
合
理
化
、
活

田

中

英

道

（中
逸

性
化
を
現
状
に
合
わ
せ
て
実
施
せ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
規
約
の
改
正
に

よ
り
、
会
の
意
思
決
定
方
法
の
合

理
化
、
事
務
局
の
充
実
、
会
計
の

明
朗

・
明
確
化
、
会
費
制
導
入
等

に
よ
る
財
政
基
盤
の
確
立
な
ど
を

検
討
し
、
具
体
化
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
の
第

一
目
標
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
図
り
、
あ
わ
せ
て

母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
手
段
と
し
て
の

基
本
的
な
も
の
は
、
会
と
会
員
と

を
結
ぶ
動
脈
と
し
て
の
会
員
名
簿

の
完
備
と
会
報
の
発
行
だ
と
考
え

ま
す
。

こ
れ
ら
を
円
滑
に
実
行
す
る
た

め
に
は
、
役
員
の
努
力
は
も
と
よ

り
、
会
員
の
皆
様
方
の
資
料
、
情

報
の
提
供
、
寄
稿
等
の
ご
協
力
と
、

そ
れ
相
応
の
資
金
的
な
裏
付
け
が

な
け
れ
ば
、
成
功
は
お
ぼ
つ
き
ま

せ
ん
。

い
ず
れ
も
各
期
の
活
発
な
活
動

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
源
泉
と
な
っ
て
、

初
め
て
実
現
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

学
ん
だ
時
代
は
そ
れ
ぞ
れ
に
違

っ
て
い
て
も
、
大
泉
で
若
き
日
を

過
ご
し
た
会
員
の
皆
様
に
、
こ
の

い
ず
み
会
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

新役員の顔ぶれ (かっこ内の数字は卒業の期。中とあるのは中学の略)

役 員 担 当 理事役 員 担 当

会   長

副 会 長

事 務 局 長

総務 ・企画

理事

田 中 英 道 (中2)

新 木 敬 治 (2)

山 田 清 子 (7)

橋 本 武 彦 (11)

戸 田 一 誠 (13)

西 沢 正 博 (28)

梅沢やよい (6)

富 田 順 子 (11)

中 村  謙 (18)

植 村  久 (21)

常 任 幹 事

簿

書 日高 周 子 (4)

寺  章 夫 (20)

吉 田  寛 (25)

沼 田 英 一 (26)

常 任 幹 事

平 松 香 子 (40)

畑  慶 明 (43)

松 原 由 紀 (41)

高 橋 健 三 (4)

横山由美子 (26)

後 藤 花 織 (43)

木村具智子
(43・補佐)

計

報

真 柳  仁

宇 田 正 行

服 部 秀 治

伊 藤  勲

浅 井 景 子

大 久 保 靖

吉田登代子

鑓 田 政 信

仲 沢 浩 一

五味ちあき

(24)

(25)

(35)

(40)

( 4 1 )

(29)

(14)

(32)

(32)

(34)

事魔
ユ 春 日 孟 (中1)

菊 谷 義 美 (中2)

遠 藤  寛 (7)

鈴 木  哲 (16)

田 中 公 一   緒Б立大泉高校校長)(顧 問)

★
事
務
職
員

上

江

清

司

飯

塚

弘

之

丸

山

秀

一

藤

井

佳

代

木

曽

康

子

内

田

　

勇

牛
込
栄
町
小

都
建
設
局

菫
豆芭
國
昔同

新
規
採
用

牛
込
商
業

石
神
井
養
護
学
校

（嘱
託
）

（敬
称
略
）

平
成

四
年
度
人
事
異
動

（平
成
四
年
四
月

一
日
付
）

都
立
大
泉
高
等
学
校

〔転

出
〕

☆
教
　
口貝

田
中

咲

一
一
（教
頭
）

武
蔵
丘
高

（校
長
）

原

田
清

美

（国
證

　

豊
島
高

宇

田

川

修

（数
学
）

一月
山
高

荒

井

徹

夫

（生
物
）

退
職

山

田

政

和

（化
学
）

荻
窪
高

佐

藤

哲

司

（英
語
）

北
園
高

☆
事
務
職
員

山

市

豊

子
　
　
江
東
養
護
学
校

長

田

直

子
　
　
東
村
山
高

柴
崎
佳
代
子
　
　
牛
込
商
業

大

隅

　

暢
　
　
村
山
養
護
学
校

圭円
柳

和

美
　
　
小
岩
養
護
学
校

大
林
志
津
江
　
　
練
馬
工
業

田
代
志
げ
子
　
　
大
泉
学
園
高

須

藤

秦

子
　
　
退
職

〔転

入
〕

☆
教
　
白員

若

林

明

弘

（教
頭
）

幾

島

和

子

（生
物
）

井 三
草 田
高 高
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新
た
な
る
決
意
を
ひ
め
て

事
務
局
長
　
橋
　
本
　
武
　
彦

（高
Ｈ
期
）

田
中
会
長
と
同
時
に
新
事
務
局
長

に
任
ぜ
ら
れ
ま
し
た
橋
本
で
ご
ざ
い

ま
す
。
会
長
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
み

ん
な
の
い
ず
み
会
」
を
め
ざ
し
、
み

な
さ
ま
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
お
力
を
お

借
り
し
て
ひ
た
す
ら
邁
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府

を
開
い
た
の
が

一
六
〇
三
年
、
か
れ

こ
れ
四
百
年
も
前
の
こ
と
に
な
り
ま

す
。
外
交
政
策
で
鎖
国
を
行
な

っ
た

た
め
、
や
や
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
が
、
日
本
を
統
治
す
る
に
あ
た

っ
て
、
必
要
最
小
限
の
こ
と
を
す
る

だ
け
だ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
さ
れ
て

よ
い
と
思
い
ま
す
。
即
ち
内
政
で
は

基
本
的
に
は
各
藩
間
の
調
整
を
行
な

う
の
み
で
、
藩
内
の
こ
と
は
各
藩
に

権
限
を
与
え
て
為
政
を
行
な
わ
せ
た

た
め
、
伊
達
、
会
津
を
は
じ
め
、
長

州
、
薩
摩
な
ど
に
、
特
色
あ
る
地
方

文
化
が
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。
江
戸

幕
府
は
い
わ
ば

「
小
さ
い
政
府
」
で

あ
っ
た
わ
け
で
す
。

い
ず
み
会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
れ

ゆ
く
た
め
に
、
長
期
に
安
定
し
、
新

し
い
文
化
を
創
造
し
た
江
戸
時
代
の
、

こ
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
参
考
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

い
ず
み
会
事
務
局
を
「
小
さ
な
政
府
」

で
あ
る
幕
府
に
、
卒
業
各
期
を
藩
に

み
た
て
て
み
た
い
。
事
務
局
は
連
絡
、

調
整
役
に
徹
し
、
各
期
の
こ
と
は
、

で
き
る
だ
け
各
期
の
自
主
性
を
尊
重

し
、
任
せ
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
こ
で
新
事
務
局
と
し
て
は
当

面
、

①
会
の
動
脈
と
し
て
、
血
の
か
よ
っ

た
連
絡
体
制
を
作
る
こ
と

②
い
ず
み
会
報
を
早
急
に
発
行
し
、

こ
の
体
制
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
届
け

す
る
こ
と

こ
の
二
点
に
力
を
注
ぎ
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
会
長
も
言

っ
て
お
ら
れ

ま
す
よ
う
に
、
こ
れ
ら
を
ス
ム
ー
ズ

に
実
行
す
る
に
は
、
た
と
え

「
小
さ

な
政
府
」
と
い
え
ど
も
、
ど
う
し
て

も
財
政
的
な
裏
付
け
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
会
の
財
政
状
態
で
は
、

実
現
は
相
当
困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
会
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
規

約
改
正
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
現
在

こ
れ
を
中
心
に
、
組
織
改
善
や
新
た

な
運
営
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、

会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
な
く
し
て

は
、
い
ま
や
会
員
二
万
人
に
迫
る
大

所
帯
と
な
っ
た
い
ず
み
会
の
事
務
局

活
動
は
実
現
い
た
し
ま
せ
ん
。
惜
し

み
な
い
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
す

る
次
第
で
す
。

新
事
務
局
に
は
各
期
の
代
表
の
方

が
入

っ
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
代
表

を
通
じ
て
、
ま
た
は
直
接
事
務
局
ま

で
、
今
後
の
い
ず
み
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
ご
意
見
な
ど
を
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
皆
さ
ん
の
い
ず
み

会
を
、
み
な
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
持

っ

て
お
ら
れ
る
力
を
結
集
し
て
、
発
展

さ
せ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

そ
の
た
め
に
は
藩
に
相
当
す
る
各
期

の
活
動
を
充
実
さ
せ
、
さ
ら
に
い
ず

み
会
全
体
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ

き
、
ご
助
力
い
た
だ
け
る
よ
う
切
望

す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
微
力
が
、
い
ず
み
会
の
発
展

に
少
し
ば
か
り
で
も
お
役
に
立
て
ば
、

望
外
の
慶
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

いずみ会平成 4年 度暫定予算

(平成4年 〔1992年〕4月 1日～5年 〔1993年〕3月31日)

1.収入

前期繰越金

2.支出

4,150,979

組織検討委員会費    300,000

総会費

会報費

名簿作成費

幹事会費

母校連絡費

雑費

予備費

次期繰越金

4,150,979

平成 4年度予算支出状況報告

450,000

330,000

250,000

400,000

100,000

100,000

500,000

1,720,979

計

組織検討委員会費

総 会 費

会 報 費

名簿作成費

幹 事 会 費

母校連絡費

雑   費

予 備 費

次期繰越金

平成 4年 5月 30日現在

164,353

138,559

0

7,517

117,486

0

20,567

0

0

昌+                  448,482

〔注〕平成 2年 度、 3年 度の決算は、現在監査委員会 (鉄

木哲委員長)が 監査中です。監査の終了をまって、次号

(第35号)で 報告する予定です。このため 3年 度の次期

繰越金がまだ確定 しておらず、 4年 度は、暫定予算を組

んでいます。

なお、これまで暫定措置 として予算年度を6月 1日 か

ら翌年 5月 31日までとしていましたが、平成 4年 度から

規約 どお り、 4月 1日 から翌年 3月 31日までとします。

このため、平成 4年 度 (平成 5年 3月 )卒 業の新入会

員の人会金は、本年度予算の収入 として計上 していませ

ん。

平成 5年 度いずみ会予算の収入 として計上する予定です。

(見込み405名×5,000円=2,025,000円)
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平
成
二
年

（
一
九
九

一
年
）
十
月

十
二
日
、
都
立
大
泉
高
等
学
校
創
立

五
十
周
年
を
祝
う
会
に
は
会
員
皆
様

の
並
々
な
ら
ぬ
ご
努
力
ご
協
力
に
依

り
、
千
三
百
名

（千
三
百
万
円
の
寄

付
）
の
協
賛
と
三
百
名
の
出
席
を
得

て
、
あ
の
様
な
立
派
な
式
典
、
心
暖

ま
る
祝
宴
を
持
ち
、
そ
の
上
素
晴
ら

し
い
記
念
誌

「大
泉
５
０
年
」
を
創

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
く
、
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
母
校

で
も
記
念
式
典
が
あ
り
、
塚
田
圭

一

君

（高
４
期
）
の
講
演
、
玉
利
美
哉

子
さ
ん

（高
２４
期
）
の
チ
ェ
ン
バ
ロ

演
奏
、
栗
林
義
信
君

（高
４
期
）
の

バ
リ
ト
ン
独
唱
が
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
、
と
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
見
ま
す
れ
ば
、
池
辺

洋
元
会
長
の
後
、昭
和
五
十
四
年
２

九
七
九
年
）

一
月
、
会
長
職
を
お
引

き
受
け
し
て
以
来
、
平
成
四
年

（
一

前
会
長

九
九
二
年
）
四
月
ま
で
の
十
四
年
間

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
間

「
い
ず
み
会
」
と
し
て
は
年

一

回
の
総
会
、
名
簿
お
よ
び

「
い
ず
み

会
報
」
の
発
行
、
母
校
と
の
関
係
で

は
、
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
の
発
行
、

そ
し
て
昭
和
六
十
年
２

九
八
五
年
）

り
が
と
う
　
み
な
さ
ん

六
月
に
は
校
合
の
改
築
、
新
築
時
の

協
力
、
ま
た

「
い
ず
み
会
入
会
式
」、

文
化
祭
、
体
育
祭

へ
の
出
席
な
ど
、

協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て

迎
え
た
昨
秋
の
創
立
五
十
周
年
記
念

事
業
で
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
み
会
祝
賀
会
実
行
委
員
会
が

設
け
ら
れ
、
山
谷
実
行
委
員
長
を
中

大

竹

恭

麿

（中
畠

心
に
同
窓
の

「
顔
」
で
も
あ
る
中
１

期
は
も
と
よ
り
高
４３
期
ま
で
、
全
期

の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
貴
重
な
時
間

を
割
い
て
よ
く
動
き
、
汗
を
流
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
頭
の
下

が
る
思
い
で
し
た
。

私
も
任
期
中
多
く
の
人
と
会
い
、

お
話
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

同
窓
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
校
長

先
生
は
じ
め
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

方
々
、
性
格
も
職
業
も
色
々
で
す
。

異
な
っ
た
考
え
方
、
意
見
、
知
識
も

広
が
り
、
私
自
身
少
し
は
心
が
豊
か

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
事
業
を
通
じ
て
会
員
の
希

望
に
満
ち
た

「力
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
、　
一
万
八
千
人
余
り
の
同
窓
生

の
た
め
に
も
、
新
風
を
入
れ
た
方
が

よ
い
と
考
え
、
私
を
始
め
、
藤
森
久

明
、
神
原
剛
両
副
会
長
お
よ
び
中
山

茂
雄
事
務
局
長
と
も
ど
も
、
役
員
を

辞
任
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

小
さ
な
執
行
部
で
の
運
営
で
し
た
が
、

私
ど
も
役
員

一
同
、
頑
張
っ
て
き
た

つ
も
り
で
す
。
し
か
し
力
不
足
の
た

め
、
皆
さ
ま
の
労
に
な
に
ひ
と
つ
報

い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、

心
苦
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
新
会
長
に
な
ら
れ
た
田
中

英
道
君
を
中
心
に
、
力
強
い
組
織
の

も
と
、
魅
力
あ
る

「
い
ず
み
会
」
と

な
り
、
よ
り
多
く

の
会
員

の
集
う

「
場
」
と
な
る
よ
う
、
心
よ
り
願

っ

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
校
そ

し
て

「
い
ず
み
会
」
が
益
々
発
展
し
、

創
立
百
周
年
に
向
か

っ
て
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
念
願
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は

一
会
員
と
し
て

「会
計
」
の
仕
事

を
心
配
せ
ず
、
会
に
出
席
し
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

長
い
任
期
の
今
日
ま
で
、
私
を
支

え
て
下
さ

っ
た
い
ず
み
会
の
皆
さ
ん
、

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

事
務
局
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
っ
て

昭
和
四
十
六
年

（
一
九
七

一
年
）

に

一
度
事
務
局
長
を
退
任
し
た
私

に
、
昭
和
五
十
四
年
■

九
七
九
年
）

こ
ろ
で
し
た
か
、
日
頃
か
ら
尊
敬
し

て
い
た
鰐
川
顧
問
か
ら
い
ず
み
会
の

こ
と
で
話
が
あ
る
か
ら
と
い
う
電
話

が
あ
っ
た
。
「も
う

一
度
俺
と

一
緒
に

コ
ン
ビ
を
組
ま
な
い
か
」
と
い
っ
た

趣
旨
だ
っ
た
と
思
う
。
指
定
さ
れ
た

Ｕ
亭

へ
と
足
を
運
ん
だ
。
と
に
か
く

話
だ
け
は
聞
い
て
み
よ
う
と
思
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
、
そ
の
後
十

年
間
、
苦
し
み
を
と
も
に
す
る
こ
と

に
な
っ
た
大
竹
会
長
を
紹
介
さ
れ

た
。
電
話
の
内
容
と
か
な
り
違
う
の

で
、　
一
度
引
退
し
た
私
は
大
変
困
惑

し
た
。
し
か
し
、
大
竹
会
長
の
お
人

柄
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
瀕
死
の
状

態
に
あ
っ
た
会
の
状
況
、
そ
れ
ゆ
え

に
大
泉
高
出
身
の
教
諭
と
い
う
こ
と

で
、
学
校
と
い
ず
み
会
の
は
ざ
ま
に

あ
っ
て
体
調
ま
で
崩
し
て
苦
労
さ
れ

前
事
務
局
長

て
い
る
と
い
う
Ｋ
先
生
の
窮
状
を
聞

か
さ
れ
て
、
結
局
は
こ
の
仕
掛
け
に

か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

会
則
の
整
備
、
苦
し
い
財
政
。
そ

う
し
た
な
か
で
、
経
常
事
業
と
特
別

事
業
を
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
し
、
加
え
て
い
つ
も
な
が
ら

幹
事
の
集
ま
り
が
極
め
て
悪
か
っ

た
。
こ
の
時
、
私
は
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
を
も
っ

た
。
　

経
常
事
業
と
し
て
、
六
月
の

第

一
日
曜
日
に
母
校
で
総
会
を
開
く

こ
と
。
「
い
ず
み
会
報
」を
発
行
す
る

こ
と
。
母
校
と
の
連
絡
調
整
を
図
る

こ
と
を
三
本
柱
に
、
始
動
し
た
。

特
別
事
業
の
な
か
で
、
と
り
わ
け

中

山

茂

雄

亨

翌

昭
和
五
十
六
年

（
一
九
八

一
年
）
発

行
の
い
ず
み
会
名
簿
は
、
資
金
の
準

備
が
な
い
の
で
、
銀
行
か
ら
の
借
金

と
い
う
、
前
代
未
聞
の
方
法
で
作
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
の
他
主
な

事
業
と
し
て
、
母
校
創
立
四
十
周
年

記
念
事
業
や
母
校
改
築
に
伴
う
旧
体

育
館
と
り
壊
し
の
際
の
イ
ヴ
ェ
ン

卜
、
そ
れ
に
続
く
改
築
落
成
記
念
事

業
な
ど
の
大
き
な
事
業
を
遂
行
し

た
。
大
き
な
労
苦
の
反
面
、
感
動
的

な
懐
旧
の
念
が
去
来
す
る
。

総
会
の
集
ま
り
が
悪
い
こ
と
。
幹

事
会
の
集
ま
り
が
思
わ
し
く
な
い
こ

と
も
頭
痛
の
種
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
で
私
は
常
に
若
い
パ
ワ
ー
に

感
謝
し
て
い
た
。
少
な
い
財
政
の
な

か
か
ら
、
幹
事
会
後
の
集
い
や
、
総

会
の
打
ち
上
げ
な
ど
楽
し
く
思
い
出

さ
れ
る
。
ま
た
何
組
も
の
結
婚
式
や

披
露
宴
に
招
待
さ
れ
た
。
何
人
か
の

就
職
の
お
手
伝
い
を
し
た
。

多
く
の
す
ば
ら
し
い
恩
師
の
訃
報

に
悲
し
い
思
い
も
し
た
。
と
く
に
本

田
正
俊
先
生
の
他
界
は
、
世
の
常
と

は
い
え
、
ま
こ
と
に
残
念
で
あ
っ
た
。

最
後
に
平
成
元
年
■

九
八
九
年
）

か
ら
二
年
越
し
に
頑
張
っ
た
母
校
創

立
五
十
周
年
記
念
事
業
は
、
生
涯
忘

れ
え
ぬ
大
事
業
で
あ

っ
た
。
過
去
の

実
績
か
ら
し
て
協
賛
金
が
思
う
よ
う

に
集
ま
る
だ
ろ
う
か
。
会
を
運
営
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
動
員
を
ど
う
し
た
ら

い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
五
十
周
年
を

記
念
し
て
作
る
こ
と
に
な

っ
た
名
簿

は
果
た
し
て
完
成
す
る
だ
ろ
う
か
、

な
ど
…
…
。
幸

い
、
多
く
の
人
の
協

力
に
よ

っ
て
こ
の
命
が
け
の
取
り
組

み
が
、
無
事
に
終
了
し
た
こ
と
に
、

こ
み
あ
げ
る
喜
び
を
感
じ
た
。

申
し
上
げ
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
が
、
と
に
か
く
大
竹
会
長
と
微
力

な
が
ら
尽
く
し
た
こ
の
十
年
間
、
職

責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
満
足

感
を
い
だ
く
と
同
時
に
、
去
り
行
く

者
と
し
て
、
し
み
じ
み
と
哀
愁
を
禁

じ
え
な
い
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
。
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本
校
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す

ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
は

平
素
か
ら
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
を
い
た
だ
き
、
何
か
と
ご
協
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で

す
が
、
本
校
は
大
平
洋
戦
争
開
始
直

前
の
、
国
を
挙
げ
て
戦
時
体
制
が
強

化
さ
れ
て
い
た
昭
和
十
六
年

（
一
九

四

一
年
）
四
月
、
府
立
第
二
十
中
学

校
と
し
て
第

一
期
の
入
学
生
を
迎
え

ま
し
た
。
以
来
半
世
紀
、
昨
年
は
創

立
五
十
周
年
の
記
念
式
典
が
盛
大
に

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
五
十
年
と
い
う

す
る
に
あ
た
り
、
同
窓
会
の
皆
様
に

は

一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
賜
り
、
深

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
と
に
、

推
進
の
母
体
で
あ
る
協
賛
会
に
は
、

会
長
と
し
て
本
会
の
大
竹
恭
麿
会
長

を
お
願
い
し
た
の
を
は
じ
め
、
多
く

の
同
窓
会
役
員
の
か
た
が
た
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
ご
繁
忙
の
と
こ
ろ

三
か
年
に
わ
た
っ
て
事
業
推
進
の
要

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
改
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
年

（
一
九
九

一
年
）
十
月

十
二
日
の
式
典
当
日
は
、
多
く
の
か

た
が
た
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
い
て
晴

れ
や
か
な
式
典
、
祝
賀
会
と
な
り
ま

し
た
。
式
典
で
は
高
四
期
の
塚
田
圭

を
設
立
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
紙
面
を
お
借
り
し
て
学
校

の
現
状
を
い
さ
さ
か
報
告
い
た
し
ま

す
。
教
職
員
の
異
動
で
は
、
二
十
四

年
間
本
校
に
勤
務
さ
れ
た
生
物
の
荒

井
徹
夫
先
生
が
退
職
。
武
蔵
丘
高
校

長
に
栄
進
さ
れ
た
田
中
嘆
二
教
頭
先

生
は
じ
め
、
十
二
名
の
方
が
転
出
さ

れ
、
着
任
は
九
名
を
数
え
ま
し
た
。

中
学
校
卒
業
生
の
減
少
か
ら
、
本
校

も

一
学
年
八
学
級
と
な
り
、
教
職
員

も
定
数
減
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
三

月
の
生
徒
の
進
路
状
況
は
、
国
公
立

大
学
、
有
名
私
立
大
学
と
も
例
年
と

遜
色
の
な
い
進
学
結
果
を
示
し
て
お

り
ま
す
。

部
活
動
で
も
、
都
の
代
表
と
し
て

関
東
大
会
に
出
場
す
る
ク
ラ
ブ
も
少

な
く
な
く
、
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
成
果
も
、
後
輩
た
ち
に
対

す
る
同
窓
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
と

協
力
の
お
か
げ
と
、
あ
り
が
た
く
存

じ
ま
す
。
半
世
紀
を
越
え
て
本
校
が
、

さ
ら
に
創
立
百
周
年
に
向
け
て
力
強

く
歩
み
続
け
る
べ
く
、
本
校
教
職
員

一
九
と
な

っ
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。同

窓
会
会
長
と
し
て
永
き
に
わ
た

り
ご
活
躍
い
た
だ
い
た
大
竹
恭
麿
会

長
に
代
わ
り
、
新
た
に
田
中
英
道
会

長
が
、
中
山
茂
雄
事
務
局
長
に
代
わ

り
、
橋
本
武
彦
事
務
局
長
が
ご
就
任

さ
れ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
在
校

生
に
と
り
、
同
窓
生
の
先
輩
の
皆
様

は
誇
り
で
あ
り
、
目
標
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
会
の
発
展
は
母
校
の
発
展
で
も

あ
り
ま
す
。
新
会
長
、
事
務
局
長
の

も
と
、
い
ず
み
会
の
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

半
世
紀
、　
大
き
な
節
目

校
　
長

田

中

公

本
校
の
大
き
な
節
目
に
、
本
校
を
お

預
か
り
す
る
巡
り
合
わ
せ
と
な
り
、

責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
そ
の
幸
運
を
あ
り
が
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
を
推
進

一
殿
に
記
念
講
演
を
、
記
念
演
奏
会

で
は
高
４
期
の
栗
林
義
信
殿
に
バ
リ

ト
ン
独
唱
を
、
高
２４
期
の
玉
利
美
哉

子
殿
に
チ
ェ
ン
バ
ロ
独
奏
を
お
願
い

す
る
な
ど
、
厳
粛
な
な
か
に
も
華
や

か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
夕
刻
か
ら

母
校
創
立
五
十
周
年
記
念
の
い
ず
み

会
祝
賀
会
が
港
区
六
本
木
で
開
催
さ

れ
、
四
百
名
を
越
す
い
ず
み
会
の
か

た
が
た
が
お
集
ま
り
に
な
り
、
本
校

同
窓
会
の
絆
の
強
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
な
お
、
協
賛
会
会
計
の
残
金
を

も
と
に
、
本
校
生
の
心
の
拠
り
所
で

あ
る
桜
並
木
の
維
持
、
管
理
の
た
め

に

「
五
十
周
年
記
念
さ
く
ら
基
金
」

大泉高校新 ・旧卒業生の進学 0就 職状況

職就 4 1 5

短 期 大 学

大 学 名 新 卒 旧 卒 合 計

青 山 学 院

跡 見 学 園

大   妻
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京
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工
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1

1
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い
ず
み
会
へ
の
参
加
呼
び
掛
け

事
務
局
長

こ
の
た
び
は
、
い
ず
み
会
の
事
務

局
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、

そ
の
責
任
を
十
分
は
た
せ
る
か
と
心

配
で
す
。
と
に
か
く

一
生
懸
命
が
ん

ば
る
つ
も
り
で
お
り
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
母
校
大
泉
高
校

が
満
五
十
周
年
を
迎
え
、
お
祝
い
の

行
事
が
は
な
や
か
に
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
い
ず
み
会
で
も
、
母
校
が
主
催

す
る
記
念
事
業
に
協
賛
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
会
員
に
協
賛
金
の
応
募
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
全

体
の
応
募
者
が
千
二
百
人
、
応
募
金

額
が
千
三
百
万
円
と
い
う
大
き
な
実

績
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
母
校
の
記
念
式
典
と
は
別

に
、
い
ず
み
会
も
祝
賀
会
を
催
し
ま

し
た
。
本
当
に
多
く
の
先
生
方
お
よ

び
い
ず
み
会
会
員
が
、
母
校
の
五
十

周
年
を
祝
っ
て

一
堂
に
会
し
ま
し
た
。

そ
こ
に
は
い
ず
み
会
を
構
成
す
る
五

十
の
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
期
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
も
う

ひ
と
つ
の
大
き
な
意
義
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

五
十
周
年
と
い
う
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
だ
っ
た
か
ら
と
い
え
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
が
、
協
賛
金
の
こ
と
、
祝
賀

会
こ
と
、
こ
の
ふ
た
つ
の
事
実
か
ら

み
て
も
、
い
ず
み
会
に
と
っ
て
、
創

設
以
来
の
大
き
な
パ
ワ
ー
の
結
集
が

実
現
し
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
祝
賀

会
開
催
準
備
の
た
め
に
、
実
行
委
員

橋

本

武

彦

貫

期
）

会
を
組
織
し
ま
し
た
。
昨
年
六
月
二

十
九
日
の
第

一
回
会
合
か
ら
十
月
十

二
日
の
本
番
の
日
を
迎
え
る
ま
で
、

約
四
ヵ
月
に
わ
た

っ
て
七
十
人
の
委

員
が
毎
月
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

特
に
役
付
き
委
員
と
な

っ
た
方
に

は
、
毎
週
土
曜
日
に
集
ま

っ
て
い
た

だ
き
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た
り
、
作

業
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
い
ず

み
会
の
縦
の
関
係
か
ら
な
る
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
り
、

ま
こ
と
に
貴
重
な
実
績
を
築
い
た
と

い
え
ま
す
。

五
十

周
年

を

バ
ネ

に

一
昨
年
ま
で
の
い
ず
み
会
の
年
間

活
動
は
、
六
月
の
第

一
日
曜
日
に
い

ず
み
会
総
会
を
開
き
、
あ
と
は
会
長

と
幾
人
か
の
役
員
が
母
校
と
の
関
連

行
事

（文
化
祭
、
体
育
祭
、
卒
業
式

＝
い
ず
み
会
入
会
式
）
に
顔
を
出
し

て
い
た
と
い
う
程
度
の
状
態
だ

っ
た

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
昨
年
、

母
校
の
五
十
周
年
記
念
事
業
に
か
か

わ
る
い
ず
み
会
の
活
動
は
、
人
材
的

に
も
資
金
的
に
も
、
い
ず
み
会
創
設

以
来
の
歴
史
的
出
来
事
で
あ

っ
た
と

い
え
ま
す
。

ま
た
、
母
校
主
催
の
記
念
式
典
で

は
、
４
期
の
塚
田
先
輩
の
記
念
講
演

お
よ
び
、
や
は
り
４
期
の
栗
林
先
生

の
独
唱
、
さ
ら
に
２４
期
の
玉
利
さ
ん

の
チ

ェ
ン
バ
ロ
演
奏
な
ど
が
、
式
典

に
花
を
そ
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
我
々
い
ず
み
会
は
、

各
界
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
す
ば
ら

し
い
先
輩
を
も

っ
て
い
ま
す
。
と
同

時
に
、
母
校
を
卒
業
し
、
毎
年
確
実

に
入
会
し
て
く
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

に
よ

っ
て
も
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
や
五
世
代
に
わ
た
る

一
万
八
千

人
の
会
員
数
に
成
長
し
ま
し
た
。

さ
て
そ
こ
で
、
い
ず
み
会
会
員
は
、

ど
ん
な
同
窓
会
活
動
を
し
て
い
る
の

か
。
皆
さ
ん
の
お
話
を
要
約
し
ま
す

と
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

母
校
を
卒
業
し
た
直
後
か
ら
二
十

代
く
ら
い
ま
で
は
、
ク
ラ
ス
会
で
付

き
あ

っ
て
い
ま
す
。
四
十
代
前
後
に

な

っ
て
く
る
と
、
同
期
会
を
や
ろ
う

と
い
う
話
が
出
て
く
る
よ
う
で
す
。

二
十
代
後
半
か
ら
四
十
代
前
半
あ
た

り
で
、
ク
ラ
ス
会
か
ら
同
期
会

へ
と

発
展
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、

経
験
的
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
同
期

会
が
活
発
に
な
る
と
、
そ
の
期
は
い

ず
み
会
全
体
の
活
動
に
も
よ
り
強
い

関
心
を
持

っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
そ

し
て
何
か
の
機
会
が
あ
れ
ば
、
い
ず

み
会
の
行
事
に
、
よ
り
積
極
的
に
参

加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
で
す
。

昨
年
は
、
五
十
周
年
記
念
行
事
が

田
中
公

一
先
生
の
お
話
に
も
あ
り

ま
し
た
よ
う
に
、
五
十
周
年
記
念
の

協
賛
会
会
計
の
残
金
約
九
十
七
万
円

を
も
と
に

「
五
十
周
年
記
念
さ
く
ら

基
金
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
母
校
に
は
、
正
門
か
ら
の
並

木
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
周
囲
な
ど
に
、

合
わ
せ
て
五
十
七
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
が
あ
り
ま
す
。
並
木
は
中
学
１
期

の
方
々
が
卒
業
記
念
に
植
え
ら
れ
た

「
五
十
周
年
記
念
さ
＜
ら
基
金
」
設
立

ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
と
な
り
、

い

ず
み
会
の
活
動
が
活
発
化
し
ま
し
た
。

同
窓
会
活
動
と
い
う
の
は
、
ク
ラ

ス
会
―
同
期
会
―
同
窓
会

（
い
ず
み

会
）
と
い
う
成
長
過
程
を
も

つ
も
の

か
な
と
思
わ
れ
ま
す
。

ク
ラ
ス
会
を
楽
し
ん
で
い
る
若
年

層
の
皆
さ
ん
も
、
ど
う
せ
な
ら
早
め

に
同
期
会
開
催
に
取
り
組
ん
で
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
よ
り
積
極
的
に
い
ず

み
会
の
活
動
に
愛
着
を
も
た
れ
る
よ

う
に
、
期
待
し
ま
す
。

結
び
に

一
言
。

我
々
は
、
大
泉
高
校
で
三
年
間
学

ん
だ
と
い
う
、
切
る
こ
と
の
で
き
な

い
絆
で
結
ば
れ
て
い
る
仲
間
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ず
み
会
会
員
の
相
互

の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
、
ひ
い
て
は

そ
れ
が
母
校
の
発
展
に
役
立
つ
こ
と

を
願

っ
て
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

こ
こ
に
事
務
局
長
と
し
て
、
昨
年

母
校
の
五
十
歳
を
祝
う
こ
と
で
結
集

さ
れ
た
パ
ワ
ー
が
継
続
す
る
よ
う
に
、

ま
た
さ
ら
な
る
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
を

求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
重

ね
て
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

も
の
で
、
と
い
う
こ
と
は
、
並
木
も

ま
た
、
半
世
紀
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
弱
っ
て
き
た
木
も
あ
り

基
金
は
木
が
枯
れ
た
と
き
に
、
新
し

い
苗
木
を
買
う
こ
と
な
ど
に
使
わ
れ

る
予
定
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
の
事
思
ひ
出
す
桜
か
な芭

蕉

編

集

後

記

▼
昨
年
の
五
十
周
年
祝
賀
会
開
催
で

大
活
躍
さ
れ
た
高
ｎ
期
の
椎
葉
亮

一

さ
ん
か
ら

「有
能
な
常
任
幹
事
が
い

ま
す
か
ら
、
手
間
は
か
か
り
ま
せ
ん

よ
」
と
言
わ
れ
て
、
お
引
き
受
け
し

た
の
が
、
こ
の
会
報
担
当
の
理
事
。

お
届
け
す
る
第
３４
号
は
、
ま
さ
に
有

能
な
常
任
幹
事
の
皆
さ
ん
と
、
原
稿

を
お
願
い
し
た
方
々
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る

「
決
ま
り

も
の
」
が
多
く
て
、
文
字
ば
か
り
に

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

▼
そ
れ
に
も
ま
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
た
の
は
、　
一
光
印
刷
社
長
、
高
６

期
の
篠
匡
昭
さ
ん
で
す
。
祝
賀
会
で

た
い
へ
ん
お
世
話
に
な

っ
た
の
に
続

い
て
、
今
回
も
快
諾
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
も
、
長
い
経
験
か
ら
の
貴

重
な
ご
助
言
も
い
た
だ
い
た
結
果
、

こ
れ
ま
で
と

一
味
違

っ
た
紙
面
づ
く

り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
本
号
は
、
会
長
、
副
会
長
を
含
む
、

新
役
員
を
決
め
た
四
月
二
十
五
日
の

幹
事
会
の
報
告
を
中
心
に
編
集
し
ま

し
た
。
順
番
が
逆
に
な
り
ま
す
が
、

次
号
第
３５
号
で
、
昨
年
の
五
十
周
年

記
念
事
業
や
、
記
念
祝
賀
会
に
関
す

る
報
告
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
協

賛
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
の

名
簿
も
掲
載
い
た
し
ま
す
。

▼
あ
わ
せ
て
次
号
で
は
、
各
期
の
代

表
幹
事
の
名
簿
も
掲
載
し
ま
す
。
各

期
の
会
員
の
異
動
や
、
目
立

っ
た
動

静
そ
の
他
な
ん
で
も
、
ふ
る
っ
て
代

表
幹
事
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
こ
う
と

い
う
ね
ら
い
で
す
。

（中
村
謙
＝
高
１８
期
）


